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水産教室の模様（１）

北牟婁郡紀伊長島町の小学生35名が、総合学習の時間を利用して地元の有力産業である漁業を勉強しました。今回は６月30日行われましたこの模様を、４回のシリーズでお送りしたいと思います。
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　「三重県は全国有数の水産県で、紀伊長島町は県内有数の漁業の町です。言い換えれば、この紀伊長島町は、全国有数の漁業の町なのです。そんな立派な漁業の町に住んでいても、漁業と関わりのない生活を送っている君たちは、漁業のことをあまり知らないと思います。今日一日、地元の水産業を勉強して、誇りのもてる紀伊長島町を発見してください。」この水産教室のコーディネータの紀北県民局の藤島さんから小学生に激励がありました。
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定置網漁業者の水揚げ
熊野灘地域では、定置網漁業が盛んです。
これは小型定置網漁業の水揚げの様子です。黄色のカゴに「刺さって」いるのは、シイラです。夏場はシイラが多く水揚げされます。かつてはたくさん食べられていましたが、今ではあまり食べられていません。南洋に住んでいるような色と形をして、都会からわざわざルアー釣りで狙いに来る人もいます。このほか、カタクチイワシなどの小魚が漁獲されていました。
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　漁獲物の選別
　シイラのような大型の魚類はそのまま水揚げされますが、漁獲される多くの魚は小型魚です。販売するためには、サイズや数を揃えたりする必要がありますので、写真のような選別作業を経てから水揚げされます。こうやってロットを揃え、出荷されます。イワシ類、イカ類などの買い手が付くものと、ネンブツダイ、キタマクラなどのなかなか買い手の付かないものがあります。
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競り見学
９時半から開かれた競り（せり）を見学しました。競りが開かるのは、ちょうど学校にいる時間だけになかなかみることができません。小学生たちははじめて見る風景に興奮していました。非常に活気のある競りで、子どもたちは市場の職員さんや仲買人さんに魚のことを次々に質問していました。
当日はカツオがたくさん揚がっていました。
